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特集
活動を評価し改善するプロジェクトマネジメント 
4病院の事例から 

現在病院では，さまざまな規模で，またさまざまな部署でプロジェクトが行なわれ，
それぞれの達成目標に向かって取り組んでいることと思う。本特集では，プロジェ
クトマネジメントの手法を用い，チームが自らの活動を評価し改善に至るまでの方
法論を4病院の事例から具体的に解説し，組織活性化の一助としたい。

● プロジェクトマネジメントの視点を日頃の活動にどう活かすか 

● 手稲渓仁会病院におけるビィジョンプロジェクト 

● 四谷メディカルキューブの5Sプロジェクト 

● ベリタス病院の経営改善プロジェクト 

● 久我山病院の経営改善プロジェクト 

特別記事
● 〈対談〉「いい人生だった」と思える終末期をどう支えるか
─在宅から，そして緩和ケア病棟から　秋山正子×荻野美恵子

● 地域における大学病院の役割─来る少子多死時代にむかって　荻野美恵子 

● 東日本大震災におけるナースプラクティショナーとしての医療活動と
中間診療師としての役割　山之内薫

● 無段階入院基本料のためのカーブフィッティング・シミュレーション─ゆとりあ
る勤務体制の実現に向けた政策的アプローチの試案　大串正樹／北浦暁子

● ナースが関わる病院建築Ⅳ　新病院の医療機器整備と部門運用システムの構築　
前田久美子

● ISO9001　3度目の再認証を受けて
─質向上の仕組みづくりによる病院風土改革　宮部剛実

連載
● 看護×デザイン　医療の質を向上させるコラボレーション●文部科学省「看護
師の人材育成システムの確立」紹介！●実践交渉力講座　渡辺ゼミ基礎編●管理
者のためのブックセレクション● 公論・私論 ●患者の目線─医療“関係者”が患
者・家族になって● つらつらNPノート● 看護と医療政策を考えるヒント●やじう
ま宮子の看護管理な日々●おとなが読む絵本─ケアする人，ケアされる人のた
めに● 看護師長のためのわかりやすい病院経営基礎講座●グループ・ダイナミッ
クスへの招待─本当に病棟を変えたい人のために
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編集後記
実家から中学校，高校の卒業アルバムと文集
を取り寄せました。季節のせいでしょうか？
センチメンタルに自分の過去を振り返りたく
なる今日この頃です。“たとえばあの日”自
分は何をしていたのか，何を思っていたのか
……。思い返すと，成長した部分，よごれっ
ちまった部分いろいろみえてきました。でも，
センチメンタルジャーニー（旅）は必ず終わ
りが来るもの。常に最新情報を追いかける
日々からの少しだけの逃避です。（金子）

弊誌担当になってもう半年。来年度に向けて，
雑誌コンセプトを含めた方向性の検討を行ない
ました。毎号の業務に追われながらの進行です
が，これまでぼんやりとしか認識していなかっ
た大きな枠組みについて考えるよい機会となり
ました。特集でも，JCIを通した学び―目の
前の看護部だけでなく，他職種，地域との連携
を含めた全体を見渡す広い視野の大切さに触れ
られていました。よりよい医療を考えるきっか
けとなれば幸いです。（西窪）

●「読者からの声」を募集しています。職場などで
のエピソード，問題提起，また弊誌への感想をお
寄せください。掲載分には粗品を差し上げます。

Eメール
ツイッター

kangokanri@igaku-shoin.co.jp
http://twitter.com/kangokanri
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